
VI 業 務 概 要

1 大気関係

(1) 排出基準検査

昭和61年度実施の工場、事業場に係るばい煙排出甚準検杏概要は、表ー 1のとおりである。検

査は、大刑企業やI|iIIII村のごみ処罪施設を対象としたほか、特にliij年度の基準1通狐合施設を重、点

的に実施し

不適合施設は、ばいじん 6施設、窒索酸化1勿」施設、塩化水素1施はの，，111／池，＇：とあった。

表ー 1 i」「出椿準検査の概要

検在項 H l・：場・信業場数 特走施設数 不適合施設数

ば し、 じ ん 29 (34) 39 (43) 6 (1) 

ボ． 金 属 2 (1) 3 (2) 

゜
(0) 

窄ふ酸化物 35 (31) 44 (39) 4 (1) 

:l:←行IIII. 化 水 オ｝（c・： 24 (20) 36 (20) 1 (3) 
---

硫仇酸化物 9 (5) 1 1) (14) 

゜
(0) 

I, 1 99 (91) 132 (11村） 11 (5) 

(it) ( )はII乍年度の検在数を表わす

(2) 使用燃料油の硫黄分検査

大気汚染防I卜法、秋田県公害防止条例に甚づいて各保健所が工場・事業場の，＇ l：人検査を実施し、

抜き取った（吏ll]燃料、山1Jl71検体、冬期lS6検休｛こっし、9て硫黄分を分析した

結果は表 2のとおりである。

図ー 1に47イト）文以降グ）使用燃料油中の碕黄分のi/i移を示したが、これ（こよると54{I度からS分

0~0.8％の良質油の使！1|が大l幅に増加したことかわかる。
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表ー2 燃料硫黄分分析結果

硫黄分 検 体 数
合計

割合 昨年度分析結果

（％） 臭期 冬期 （％） 検体数 聞合（％）

~0.4 8 47 55 21.4 58 19.6 

0.4~0.6 22 67 89 34.6 88 29.7 

0.6~0.8 26 42 68 26.4 90 30.4 

0.8~1.0 5 5 10 3.9 22 7.4 

1.0~1.2 3 3 6 2.3 5 1. 7 

1.2~1.4 1 4 5 1. 9 4 1. 4 

l. 4~1. 6 1 6 7 2.7 ， 3.0 
1. 6~1.8 1 7 8 3.1 8 2.8 

1.8~2 0 1 4 5 l. 9 8 2.8 

2.0~2.2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜2.2~2.4 1 1 2 0.9 2 0.6 

2.4~2.6 2 

゜
2 0.9 1 0.3 

1 00. 0 (l •, i I 
2.6~2.8 

゜ ゜
（） 1 0.3 

合計 71 186 257 296 100. 0 
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(3) 浮遊粉じん調査

秋田市街地及ぴ製錬所周辺における大気環境中の浮遊粉じん・重金属成分i農度の実態とこれら

の経年変化を把握するため、秋田市街地、小坂、茨島、飯島地域についてそれぞれ年 1回の調査

を実施した。

1)秋田市街地域

環境技術センター、秋田保健所の 2地点で、 61年8月18日～ 8月23日までの 6日間実施した。

調査結果は表ー3のとおりである。

2)製錬所周辺地域

ア、鹿角郡小坂地域

61年6月16日～21日までの 6日間、細越、小坂保育園、小坂公民館、さくらんぼ団地の 4地点

で実施した。

各地点での調査結果は表ー4のとおリである。

イ、秋田市坂島地域

61年8月18日～23日までの 6日間、市茨島体育館、卸センター会館、三皇町内公民館、割山公

務員宿舎の 4地点で実施した。

各地点での調査結果は表ー5のとおりである。

ウ、秋田市飯島地域

62年2月16日～21日までの 6日間、飯島製錬所敷地境界、秋田職業訓練校、同和鉱業、 日本石

油1JII上の 4地点で火施した。

各地点での調査結果は表ー6のとおりである。
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表ー3 秋田
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冒I~塁冷 I Cu 

地 単位
点測定期間 μg/m3 μg/m3 % 

61. 6/16~17'72 I O.181 

さ 17~18 I 30 I 0.147 

く 18~19I 1s I 0.168 

ん
ら 19~20 21 0. 100 

冒I門 20;211 ;; | ]閲
地 1 諏低 21 I 0.100 

［平均 |4口］尋I

！ Pb Cd Fe 

0.25 

0.49 

μg/m' 

0.161 

0.288 

ロ0.47 I 0.092 
〕
0. 22-0. 0 92 

0.37 I 1.019 

Zn 

% I μg/m'I % I μg/m' 

0. 22 0. 082 0. l l o. 0 °り
O. 95 I O. 060 I O. 20 I O. 013 

5.64 I 0.032 I 0.04 I 0.004 

0.431 0.020 I 0.10 I 0.002 

Ni Ni 
T 

% I μg/ m'I % I μg/ m'I % 

巴O1 3.009 4. 16 0.005'0.0] 
0.04 I 0.999 I 3.31 I 0.001 I ND  

0.01 I 2.301 I 3.06 I 0.001 I ND  

0.01 I 0.397 I 1.88 I 0.001 I ND  
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表ー5 茨島地域調査結果
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塁二
粉総じ量ん Cu Pb Zn Cd Fe Ni 

地
,ug点3 ugぷ1' ％ μgぷ13 ％ | μgパh3 ％ ,ugぷ3 - ％ μgぷ3 ! I ％ .ugぷ3 ％ 点

市
Gl. 8/18~19 83, 0.061 0.07 0.041 0.05 0.328 0.40 0.018 0.02 2.6s1 I 3.23 0.007 0.01 

19~20 77 0.062 0.08 0.044 0.06 0.331 0.43 0.041 0.05 2.859 :3. 70 0.006 0.01 
ク3欠ヤ ー

20~21 118 0.054 0.05 0.048 0,0/1 0.814 0.69 0.046 I 0.04 2.622 2.22 0.016 0.01 
島 0.20: 0-.008 ! 21~22 63 0.045 0.07 0.017 0.03 0.122 0.01 2.659 1.25 0.008 0.01 

体 22~23 60 0.033 0.05 0.009 0.02 0.096 0.16 0.004 0.01 2.964 4.93 0.004 0.01 

育
最 品 118 0.062 0.08 0.048 0.06 0.814 0.69 0.046 0.05 2.964 4.93 0.016 0.01 

館
最 低 60 0.033 0.05 0.009 0.02 0.096 0.16 0.004 0.01 2.622 2.22 0.004 0.01 

平 均 80 0.051 0.06 0.032 0.04 0.338 0.37 0.023 0.03 2.757 3.67 0.008 0.01 

卸
ol. 8/18~19 Sl ! ・o.069 0.14 0.011 i ， 0.02 0.110 0.22 0.009 0.02 1.908 3.77 0.006 0.01 

―̀ | 
0.022 ； i 

セ
19~20 55 ! 0.063 0.11 0.023 0. () 4 0.247 0.4-1 0.04 2.222 4.01 0.007 0.01 

3 7 9 (). 0 :} 7 0.007 : 20~21 0.10 0.012 (). 0 3 0.208 0.57 0.02 0.958 2.62 0.001 ND 
ン

0.010 i 0.431 0.013 21~22 37 0.041 0.11 0.03 0.159 0.04 1.237 3.34 0.004 0.01 
夕 ~一

I 
22~23 30 0.006 0.02 0.004 0.01 0.031 0.10 0.004 0.01 1.037 3.50 0.002 0.01 

ムコニ
最 高 55 0.069 0.14 0.023 0.04 0.247 0.57 0.022 0.04 2.222 4.01 0.007 0.01 

最 低 30 0.006 0.02 0.004 0.01 0.031 0.10 0.004 0.01 0.958 2.62 0.001 ND  
館
平 均 42 0.043 0.10 0.012 0.03 0.151 0.35 0.011 0.03 1.472 3.45 0.004 0.01 

61. 8/18~19 49 0.067 0.14 0.017 0.04 0.172 0.35 0.017 0.04 1.792 3.68 0.005 0.01 
--
ー• ← 

19~20 52 0.052 0.10 0.017 0.03 0.227 0.44 0.018 0.04 2.265 4.38 0.006 0.01 
白

20~21 44 0.031 0.07 0.009 U.02 〇.039 0.09 0.004 0.01 1.568 3.55 0.003 0.01 
町

21~22 算 0.050 0.14 0.009 0.02 0.086 0.23 0.009 0.02 0.960 2.60 0.002 0.01 
内

0.004 I 
----

22~23 66 0.022 0.03 0.004 0.01 0.036 0.06 0.01 3.648 5.53 0.003 ND  
公
最 品． 66 0.067 0.14 0.017 0.04 0.227 0.44 0.018 0.04 3.648 5.53 0.006 0.01 

民
最 低 37 0.022 0.03 0.004 0.01 0.036 0.06 0.004 0.01 0.960 2.60 0.002 ND  

館
平 均 50 0.045 0.10 0.011 0.02 0.112 0.23 0.010 0.02 2.047 3.95 0.004 0.01 
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表ー6 飯島地域調査結果

1
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測
項日 I， . 粉じん

， 

！ 71 n %[/ 
I 

定 ホし公0 早里L 
Cu Pb 9 C d Fe Ni 

地 単位
μg/m3 | % l、ug/m3 ％ l＇ I pg/m' 而, ％ μg/m3 ％ μg/m3 ％ 点 測定期間 μg/m3 

飯
62. 2/16~17 47 0.036 0.08 0.055 o.12 I o.888 1.90 0.004 0.01 0. 526 | 1.12 0.003 0.01 

， 17~18 79 I ！ 0.036 0.05 ! 0.034 0. 04 i O. 252. 0. 32 I O. 001 ! N D 1.289 1.63 0.005 0.01 
島

18~ 1 ~.) 、一一―I 26 ―、0.026I 0. 10 1・・ 0. 024 ―^ 00~ ~ ~”ー~~ ・.~.”~ ~~ ~ O'.2~ ~ ~ ~ ~ ~ 7 ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ →i ! i ~ o.511. ・-1.96 I 0.005 [ 0.02 0. 343 1.32 0.006 0.02 
＇ 

製
19~20 28 ・-0.--(B・、79I 0.1:3 ―' 1 0.076 1.403 5.03 ¥ 0.01:3 • 0.05 0. 234 0.84 0.004 0.02 
20~21 31 0.035 0.11 0.080 0.26 1.445 4.65 0.002 0.01 0.552 1.78 0.005 0.02 

錬 最 高 79 0.037 0.13 0.080 0.27 1.445 5.03 0.013 0.05 1.289 1.78 0.006 0.02 
---

(1. 0/1 I o. 2s2 坂 低 26 0. () 2 6 O.OS 0.024 0.32 0.001 ND  0.2:3,1 0.84 : 0.003 ().()1 
所 •• 

0~ 1(1 I O. 900 ア 均 42 0.034 0. 0 () 0.054 2.77 0.005 0.02 O.S89 1. 311 i f). 005 0.02 

62. 2/16~17 41 0.046 0.11 0.003 0.01 0.039 0.10 ND  ND  0.269 0.65 0.004 0.01 
秋

0.07 0.019 0.02 0.062 0.07 0.001 1.614 1.84 0.001 ND  田--- 17~18 88 0.064 ND  

0.1げ--,i--(、1口 .(M I o.027 _o.11 NT)丁I ＇ ND  
（）． 3：ロ52 l.43 l， ， 0.002 職 | L 18~ l {}, -25  1 ]. 0.、32 0.01 

業 19~ -2 0 |22  (). () -l l 0. 19'Cl.114. 0. 036, 0. 17 0.0(ll | N D 0. 0.003 0.01 

訓 20~21 I 2s 0.033 0.14 0.004 I 0.02 0.063 0.26 0.001 ND  0. 0.003 0.01 

最高 88 0.064 0.19 0.019 0.04 0.063 0.26 0.001 ND  1.614 1.84 0.003 0.01 

練校一 収口 f氏 l 22 tl.tl:-l2 0.07 (l.003 1.). (} l 0.027 0.07 ND  ND  0.269 0.55 I ().001 ND  

、f JI.J 40. 0. 0 13 0.13 U.009 (). o :} 0.046 0.14 0.001 ND  0.532 1.U 0.002 0.01 

同 62. 2/16~17 58 0.046 | 
ヽ

0.08 0.069 0.12 0.655 1.13 0.002 ND  0.429 0.74 〇.008 0.01 

17~18 98 0.017 0.02 0.030 0.03 0.446 0.45 0.001 ND  1. 781 1.81 0.005 0.01 

和iI 
18~19 28 0.032 0.11 0.031 0.11 2.063, 7.26 0.001. 0.01 0.622 2.19 ］ 0.004 0.01 

｛）．（），□ l l. 1 9 7 ] 2. 三92 l 0. 002 ← --0.01 19~ 2 () 41 I (]. () 1 7 O.Ocl 0.022 0. 1 4 2 1.08 0.002 (J.01 

21~21 44 0.lll7 0.(J:! 0.057 0.13 0.840 1 1. 002 0.01 1.15:3 2.6:l 0.002 0.01 
鉱
最 高 98 0.046 0.11 0.057 0.13 2.063 7.26 0.002 0.01 1.781 2.63 0.008 0.01 

業
最 低 28 0.017 0.02 躯゚.0422 | I 0.03 0.446 0.45 0.001 ND  I 0.429 0.74 0.002 0.01 平均--- : 

o.01 I ＇ o.880 1.69 I o.004 54 (). I) 26. 0.(1什 ll O.Wl 1.040 :2. 73. 0. 00:2 i CJ.01 



測

二
総粉じ鼠ん Cu Pb Zn Cd 

！ 

Fe Ni 
定
地

μg/m3 μg/m' ％ µg/m• ％ μg/m’ ％ μg/m' ％ μg/m' ％ µg/m• ％ 点

62. 2/16~17 71 0.024 0.03 0.025 〇.04 0.291 o.41 I 0.001 ND 0.784 1.10 0.005 0.01 
1:l 

〇.029 0.02 0.024 ! 0.01 0.467 0.26 I 0.001 3.760 : 0.005 17~18 178 ND 2.11 ND 
本

~ヽ●●

18~19 49 0.019 0.04 0.009 0.02 0.122 0.25 0.002 ND 0.693 1.41 0.004 0.01 

石 19~20 20 0.012 0.06 0.008 0.04 0.083 0.40 ND ND 0.123 0.60 0.002 0.01 

油 20~21 15 0.019 0.12 0.0:38 0.25 0.329 2.16 0.001 NDヽ～ , 0.505 i 3.32 0.002 0.01 
ヘー

,IJ l l 
昂 高 178 0.029 0.12 0.038 0.25 0.467 2.16 0.002 ND 1 3.760 3.32 0.005 0.01 

最 低 20 0.012 0.02 0.008 0.01 (). 083 0.25 ND ND 0.123 . 0.60 0.002 ND 
工
平 均 67 0.020 0.05 0.021 0.07 0.258 0.70 0.001 ND 1.173 1. 71 0.004 0.01 

2

0

1

 



(4) 騒音・振動

1)秋田空港周辺航空機騒音調査

秋田空港周辺の航空機騒音の実態把握と環境基準（II類型）設定地域内の基準維持達成状況を

把握するため、雄和町秋田空港周辺5地点において61年 5月、 8月、 11月及ぴ62年 2月の 4回

にわたり航空機騒音レベルの調査を実施した。

2)能代港湾整備事業騒音振動調査

東北電力昧能代石炭火力発電所の用地造成を主体とする能代港エネルギー港湾整備事業に係る

海上＿＾「事及ぴ資材連搬等に伴う工事中の嘔音、振動の実態を把捏するため、昭和61年 6月、 8月、

9月に埋Iり：地及びその周辺地域において建設作業、一般環境の騒音、振動調査を実施した。

3)男鹿市船川港内公有水面埋立事業（国家石油備蓄基地用地）に係る騒音、振動調査

埋立工事中の工事機械、船舶、工事車両等による建設作業、さらに一般環境、幹線道路におけ

る交通騒音、振動の実態を把握するため61年4月、 6月、 7月、 8月1こ調査を実施した。

4)騒音、振動実態調査

騒音に係る環境基準の類型地域について、その維持達成状況を把握するとともに、併せて振動

の実態を把握する I—1 的で、男鹿市ほか 3 町の道路 1こ面する地域、その他の地域で調杏を実施した。

(5) 悪臭調査

悪臭防止法に定める規制物質を排出する主要事業所について、悪臭実態調査を行い、防止対策

の基礎資料とする目的で、 61年9月～10月に県内の主なし尿処理場、パルプ工場等で悪臭防止法

で定める 8物質のうち、スチレン、アセトアルデヒト、トリメチアルアミンを除いたアンモニア、

硫化水糸、メチルメルカプタン、仇化メチル、二硫化メチルの 5物質1こついて測定を実施した。

測定結果は表ー 7のとおりである。

衣ー 7 謳臭物烈濃／文測定結果

贔
'i"ll一i； 臭

業 種 i：な悪臭排叫他設
アンモニア

メカ(チPフル゚Pタメbルン) 
(P Pm) 

勃 質 濃 度

硫化水索 門化メチル 二硫化メチル.(P Pb) PP b) (P Pb) 

I A 1配合飼料製造業 飼料配合施設 ND~0.16 0.16~0.28 

B パルプ、紙製辿菜 蒸解施成 ND : ND 

0.43~0.44 0.22~0.28 ND~0.09 

0.70~0.95 ND~0.2] ND 

C 機械器具製造業 焼 成 炉 I ND ND ND ND ND 

D 化学肥料製造業 スラリー法工眉| ND~0 46 I リン酸エ • ND 0.44~0.84 ND ND 

E Iし尿処理場』し尿投人 1_1I 
ばっ気槽

ND ND ND~182 N[) ND 

F I捉 豚 場豚舎、尿、フン涸 ND~0.19」: ND・ ND ND ND 

G Iし尿処理場丘・尿つ投袷闊 ND I ND ND~0.84 ND ND 

~-尿処理蜆，ー（：＇尿つ投：＇•＿ND~0.16 I ND~;.28 
I 孔鶏菜鶏 舎 0.19~0.27| ND 

J 羞よ贔雷場嵐叫賃眉詞よっ 0.17~0.50I ND~0.20 

l 11~3 96 ND ND 

ND ND~0且 ND 

ND~1.16 ND~0.32 [ ND 
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(6) 道路近傍における浮遊粉じん等の実態調査

冬期間のスパイクタイヤによる道路の摩耗に起因する粉じんの発生実態を把握するため、昨年

度に引続き秋1U市内のt要幹線沿線において浮遊粉じん、げ追泣子状物質濃度を調査し

併せて県民のスパイクタイヤに関する意識調宜も実施した。（詳細は後述報文参照）

(7) 雨水成分調査

降雨中の各柿成分分析を行ないその現祝を把脱するとともに、酸性雨発牛機構の碁粒賽料を得

ることを目的に、 58年度から謁森を実施してきたが、今年度は秋田市3地点、河辺町、 1位klIIII[、

上小阿仁村にそれぞれ1地点、計6地点で調査査を実施し、雨水の酸性化の把握と各種イオン成

分の降ド凰について検討してみた。（詳細は後述報文参照）

(8) 自動車排ガスの挙動に関する調査

沿道周辺における自動車排ガスの窒索酷化扮晶度、オソン；晨度を把握するとともに、これらが

一般環境火気中の窒索酸化物濃度に与える環境を解明する目的で、 61年8月、 10月、 12月に、、1，1

センター前の 2地点で大気而染I,1動測定機によリ調森を'.t施した。（詳脊IIIは後述報文参照）

(9) 大気汚染常時測定局の測定結果

1)測定局の現況

昭和62年3月未現在の測定局は表ー1、2のとおりで、一般環境大気測定局14局、自動車排ガ

ス測定局 6),9]、発生源測定），,j7),，｝、合計271,,iとなっているe これらのうち、一般環境．Jごメぃl!Iいこ局

およぴ自動．ti叶JI・ガス測定局の配閻は図ー1のとおりである。

また、県と秋田市は秋田市内に設附されている測定局（県の大気環境測走局2局、発生源測定

局6局、市の大気環境測定局 9局）の測定データを相．互に交換している。
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表ー 1 大気測定局及び自動車排ガス測定局

番
測 定 項 目

区 分 J芍こ1 測定局名
Dust I KO入s 02 Ox co HC 風

1 昭 fll 

゜
。
゜ ゜! 2 I船 I l i 

゜゜
！ 

゜゜
！ c 

゜大 3 
船 越

゜゜゜゜ ゜テ 4 将軍野

゜゜゜゜゜゜゜5 っ4!; 島

゜゜レ 6 ィ•-.. J I: [8 。 。 。 。
-I ' 」IJ、ヒヒ 代

゜
/¥-‘ 1 にヘ， 

゜メ 8 桧 1 |j 

゜
戸\—） C) 

゜,~ ~ヽ／ ~ー‘/ ~ ~ 

与メ＼ 
， 能代 1業
゜

I,へ_) (＼-― ) 

゜
， 

゜I 10 浅 内

゜゜゜ ゜11 大 館

゜゜ ゜I 12 上 崎

゜―- -

自
13 茨 闊

゜
□) 

排！ 141・＿＿ ＿i•,一l,t -—~し~．~ { t 
ロ

1 5 )、 誼 !-j □ 

大
16 本 i l: 

゜゜ ゜モ 17 大 曲

゜゜ ゜二 気
18 横 手

゜゜ ゜夕 自 19 柚 f• (_9 

I 排 2() 庇 角
| 

（＇］ 

-23-



表ー2 発生源測定局

大
区分 測定局名 s 02 NOx 

テ

レ

メ

I 

夕

I 

日鉱船川 1

II 2 

秋田火力 1

II 2 

” 3 

” 4' 
秋田製錬 1

” 2 
東北製紙1

” 2 

” 3 •—~’ 
新秋田化成

三袈秋田

第一製薬

2)測疋祐果

① ー船火気環境

ア）風向・風速

゜
゜
゜゚
゜゚
゜゚
゜゚
゜
゜。゚
゜C) 

゜゚

測 定 項 目
全メ＼ h 

！ 水 斤貝芹

撚匝用料料 カ盤Iトータル電 サルファー pH COD 水温 排水量
I 

゜
゜
゜ ゜ ゜゜
゜
゜

戸＼ー）

゜゜
し

゜
゜ ＿、

゜ ゜゜゜゜

県内の主な測定局の風向、J風速測疋結果は図ー2に小すとおりてある。大部分は北西およぴ怜J

東系の風向か9れ越しているが、大館局は西I}j西の凪かやや多く出況している。
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表ー3 二酸化砿黄

ロ
]
島
]
ロ
ニ
／

用途地域［畠定日皇 I測定時間

名：ロニ竺町ー（言，

□ 
汀
、
rし

孔
l

i

_

II 

II 

/I 

328-359-351-362-360 

8、308

8、666

8,514 

8,717 

S、631

ー
2

7

|

年平均値

I~ 

1時間値か0.1P 
pmを超えた時
間数とその割合

（時間） I (%) 

,
j
 

9
」
'.,' 

~/ 

337 8,317 

(ppm) 
| 

0. 003 I 
--

四
0.003 

0.004 

二(I. (l () 3 
0.003 

0.004 

0.003 
... 

0.002 

（）．（）し）2 

0.003 

0.003 

I]. ()()3 

〇＿

o
-
0
-
O
＇
-_13ー一。＿
o
-
0
＿
0
一〇＿

o
-
0
-
0
＿
o

0
-
0
 

日平均値が0.04
Ppmを超えた
日数とその割合

(B) I (%) 

0
1
0
 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

1

-

0

0

0

0

0

0
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0
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U

0
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此
よ
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ー
—（
 

辟
悶
11

塙
的
H
P
た

環
期
る

04
え

謬
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言
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

直

m
が

続

布

皇

匹
p
日
迎
の
い
―

£

t

 

1
p
全
と
有言

—,
0
0
0
0
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冒
□叫
詞
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瞑
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叩

時
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イ）二酸化硫黄

二酸化硫黄の測定結果は表ー3のとおりである。秋田市の茨島工業地帯に隣接している茨島局

は、環境基準の短期的評価において従前より不適合率が高く、 61年度においても、 0.lppmを越える

1時間値が13時間出現している。

その他の局はすべて環境基準を達成しており、年平均値は、 0.002~0.004ppm、日平均値の 2%

除外値は0.004~0.009ppmの範囲である。

図ー3に主な測定局における年平均値の経年変化を示したが、ここ数年は横ばいで推移してい

る。

図ー 4 にtな測定局の経月変化を示したが、茨島を除いては0~002~0.005ppn]の範囲で平坦に推

移している。

濃度(ppm)

濃度(ppm)

0.025 

0.018 

口] [
 

L
ー
~
L

ー
~

0
1
6
0
1
4
 

0

0

 

0.012 

0.01,. 

0.008,_ 

0.006,_ 

0.004|ー：：三
0.002,. 

゜

｀卜将軍野

57 58 59 60 61年度

図ー3 主要測定局における二酸化硫黄の

経年変化（年平均値）

0. 02 

0. 0 15 

0.01 

・茨島

令将軍野

糸—能代

-+横手

゜4 5 6 7 8 9 10 11 12 I 2 3月
図ー4 主要測定局における

二酸化硫黄経月変化

表ー4に茨島局の昭和50年度以降の環境店準を超えた時間数を示したか、 60年度の44時間に比

しで61年度は人船に減少している。

茨島局の環境基準を超えた時の風向別出現頻度を図ー5に示したが、これによれば高濃度は南

西から西南西の風向時にあらわれている。茨島局は南西方向の後背地に工場群が位置することか

ら、茨島局が発生源の風下になったときに高くなっていることがわかる。しかし、茨島局の高濃
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度の出現は 4~ 6月にみられ、 7月以降は全くなかった。

表ー4 茨島局におげる二酸化硫黄の環境基準を超えた時間数

工度 I50 I 51 I 52 I 53 I 54 I 55 I 56 I 57 I 58 I 59 I 60 I 61 

時間数Io I s I 1 I o I -I 2 I s I 36 I 21 I 21 I 44 I 13 

w E
 

s
 

図ー5 茨島局の環燒枯準を超えた間の風向別出現頻度

ウ）窒索酸化物

窒索酸化物の測定結果は表ー 5-1~3のとおりである。二酸化窒索の日平均値の年間98％値

は、 0.005~O.Ol5pj)IIIとなっており、全測崖局て森境甚準を辻成している。

過去5年間の二酸化窒索の年平均値の祁移をみると、図ー 6のとおり柚はいから減少傾向1こあ

る。日平均値の年間98％値も図ー 7のとおり、ほぼ横ばいで推移している。

図ー8に主な測定局の二酸化窒素の経月変化を示したが、冬季にやや高くなる傾向が見られる。
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表ー 5-1

用途地域 有効 年平均値 の1最時間高値値 年日乎間9均8値％値の市町村 測定局 測定日数測定時間
名称

（日） （時間） (ppm) (ppm) (ppm) 

昭和町昭 和 住 358 ] 8, 6 8 1.) | 0.002 0.067 0.005 
男 鹿 船 ] 1 | 

” 355 i 8,629 0.001 0.095 0 003 
船 越 ” 359 8, 696 0.002 0.114 0 006 

••• •. ・-..―― 
ヽ一

秋 田 将軍野 ” 365 8,725 0.002 O. lOR 0.006 
・-

｛―:̀. JI I廿 ” 315 7,648 0.003 0.200 0. 010 
ム目ヒヒ 代 ム月ヒヒ 代 ” 327 8,042 0.002 0.048 0.008 

能代工業 ” 332 8,036 0.001 0.043 0.003 

浅 内 ” 338 8,285 0.001 0.073 0.002 

桧 山 未 357 8,573 0.001 0.016 0.002 

一酸化窒索

3
0
 

表ー 5-2 二酸化窒索

市町村

昭和町

男鹿

測定局

昭和

途
城
称
一
住

用
地
名

船川 I 11 

畠定日塁1測定時間 1年平均値 1よ賃閏贋□響麟瓢“
間） （卯m) （卯m) （時間） （％） （時間） （％） 

365 

360 

（時

8,729 

8,658 

伽m)

0.003 

0.002 

0.032 

0.039 。
゜゜゚゜゚

〇＿

o

日平均値が0.06 日平均値が0.04P P 
ppmを超えた m以上0.06PPm以
日数とその割合下の日数とその割合

（日） （％） （日） （％） 

。

巳詞9i
（即m) （日）

゜叩邑 I " 

頂 j;`  
1ー：井IllI,, 

汀］＼

戸，1

面

__—_ 
9

9

 

＇ 

II 

山 未

364 

364 

8, 724’ 

8,714 

347 

299 

336 

352 
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8,407 

7,781 ! 

三
8,406 

(). () () 3 
t 

0.00け：
---~ 

0.007] 

0. (1 () $ 

0.003 

8,576 

0.003 

0.002 
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゜
゜゜

0.096 

0.051 

0.058 
。
゜

゜“ 
〇＿

o
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゜

。〇＿
o
._ 
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-
0
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窒索酸化物

有効
局用途地域測王「1紋
1 名称

う一3し

I.1.i町中↓置lj定 測定日数
1時間値
の最高値 I

じ’ じ
ヒ
ヽ
「
ょ
ー

□ | 男鹿船川

伯越
—+--―--、
1 1 | ;1‘}..'iード 団r-1

.f -} l ^ | i i | 

北代

椛代 1よ
＇ 汲 1 人」 •II

- ------

桧 111 木

秋

i j: 
~ --
FL 

/I 

/I 

I/ 

日平均値の
印聞98％値

II 

（~日）

358 
雪^

355 

359 

364 

315 

297 
9)が）
)̀.)-
...... 

337 

357 

（時間） I （ppm) 

8,680 ! 0.004 

ロ8. 573 I O. 003 

(ppm) 

0.087 

(). 1 2 2 
．．． 

().1日（） ： 
＇ 0. 1 3 9 

0.251 

0.087 

0 074 

(). 1 0 9 
...... 

0. 0 3 3 

・年平・均値

NO2/(N0, N()2) 

(%) 

59.7 

62.9 

69.8 

7 0. 4 

7 (1. 4 

68. l 

74.l 

75.9 

75.8 

(『pm)

0.012 

0.009 

O.(Jl召＇
， 

―‘-- -、 I.
0.018 

(). () 2 1 

0. 0 1 6 ! 

(). () 1 3 

0.009 

(). () 0 7 

3
1
 火ー(i

r1 i Ill―「{、、1

秋田

酸イじi以」、
’~、

iIIII/j_じ＇］ ：閾］ ］，！l，L I I 9):] 1nij lL []放り1均訓I
苫称口 (11J --1 | 

:I‘9]’‘, I i ]i f i f i 3 2 2 

（間1:m: 
7 q 7 3 (i, 

cl II、『1::1仙か2()
p p 111を凶よた
| |n]放とそり），i，ll合

(IllIm: 3 /。



）
 
m
-8
 

p
 

゜
p
 

。
（
 

。
度

・
濃

0.006 

0.004 

う

H

2

 

」ー
]
1
1
 

]
,
月

[

ロ-

]

5

 

.

-

4

 

2

0

 ゚゚゚

図ー8 NO畠）j変化（一船環境）

●船

＋能

嬉

代

....将軍野

、`ノm[
l

 p

5

4

 

P

o

o

 

,¥ 

・

・

 

度

0

0

濃

0.03 

0.02 

0.01 

° ---→ 57 

図 9

＋船 越

贅—将軍里予

58 59 
年度

1 | 
60 61 

オキシダント経年変化（仕澗の

日最高1時間値の年平均値）

工）一酸化炭素

一般環境を対象とした一酸化炭索の測定は将軍野局でのみ実施している。 その圃定結果は表一

6のとおりである。環塙基料の長期的評価の対象となる日平均値の 2％除外値は0.6Jll)mと観測され

ており、環境基準を達成している。

オ）光化学オキシダント

光化学オキシダントの測定結果は表ー7のとおりである。全測定局で環境基準である昼間 (5

の1時科］11110:06Plllllを1~30時間屈えているが、光化学スモッグ注意翫の発合枯準であ時～20時）

る0.12卯mを超えてはいない。図ー9は過去 5年間の昼間の日最高 1時間値の年平均値の推移を示

したものであるが、各局とも多少の増減にあるものの横はいの栢I伺にある。

また、昼間の日品高 1時問値の月平均値の経月弯化は図ー10のとおりで、春季に高い傾向があ

る。

図ー11は過去5年間の環塙基準超過時側数を示したものであるが、 59打度までは増加の傾向に

あったものが、 60~61年度は逆に減少している。
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サ将庫野

オキシダント 1時間1直か

0. 06ppmを超えた時間数

カ）炭化水索

炭化水素の測庄結果は表ー 8-1~3のとおりてある。JIメタン炭化水素の 6~ 9時3時1廿l-'I;

均値か0.20pvmCを超えた日放は船川局て55日、将軍野局で115日で、また、 0.3111pmCを超えた日数

は船川局で 417、将't|f野局で11日となっており、指針仙を超過する I」かかなリある。

表ー 9 に54年度から紺議して測：L を｛一Jつている将軍野｝口］の "I•平均伯の舒年変化を小したか、柚

ばいで推移している。

表ー 9 炭化水素濃度の経印変化
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表ー7-1 非メタン炭水化水索

測定局 用途地域測定時間
6 ~ 鳳 6 ~ 9時 6~9時3時間平均値 6~9 闘3時間も畠讐6~9 闊3 賢間悶鸞値

市町村 年平均値品阜 測定H数 最高値 最低値
誓0. P Pm  カゞ0. P m 馨
た日数とその えた日数とその

名称 （時間） (ppm C) (ppm C) （日） (ppm C) (ppm C) （日） （％） （日） I （%) 

船~｀ ）ii 男鹿 1t -~ i 8,134 0. 1 4 0.15 337 0.46 0.06 55 16.3 41 l. 2 

秋田 1ヽ］軍野 II ,,254 0.18 0.18 I 302 1 03 0.05 115 38.l 111 3.6 

表ー7-2 メタン

「日町村

：ニ
(II、]間）

8,139 

7,255 

□mj1(）：｛□□言
1.80 1. 79 303 2.07 1. 70 

表ー 7-3 全炭イじ水ふ

3
4
ー

市町村 I測定局 訓疋時間 I 年 ‘I'均皿:~五喜ti 1 贔ほ謬 1`J 9 時間平均計1
(a寺柘fl) I (ppm C) I (ppm C) （日） （ppmC 

□□11] 8,136 

7,253 
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キ）諄遊粒子状物質

浮遊粒f状物質の測定結果は表ー10のとおりである。秋田市 2局、詭代2恥、大1柑1)司の計5

局で行っているが秋田rIiの将軍野局（ま圧堪）くぴん法て他4局はf3線吸収法である。

短期的評価では、 1ll寺間1直0.20mg/m'を超えたII』.",¥'j数か将軍野局を除いて 1~ 7閥間、また、 II

平均値が0.lOmg/mを超えた日放がに井11_1局、大曲局でそれぞれ 1Hとなっている。

しかし、長期的評価である El平均値の 2％除外値は0.033~o.075mg/mたなっており、環恥基準

を達成している。

図一12は月別変化をぷしたものであるが、波高f直に将年：野／n]（ま 9月、fiほイ＼ば 8月、大1111ぱ8}-J、

10月に記録されている。
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図ー12 浮遊粒子状物質経月変化

ク）浮遊粉じん

浮遊粉じんの測走結果は表ー11のとおりである。過去5年間の年平均値の推移を図ー13にぷし

たが横ばいもしくは減少の傾向にある。

図ー13は経月変化を示したものであるが、 10月～11月にやや高くなっている。これは稲わらス

モッグによるものと思われる。
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表ー9 浮遊粒子状物質

有測定日効数 mg間1/数時m間と'を値そ越がのえ0割た.2合時0 日： 均讐羞0.10 値高1値時の最間 値除Hの平外2均値% 続mg右日日平／紐がし均吋た2値をこ日超が以と上0のえ.連1た0 /塚的平R境均mg数評価値基を超準がにoのえよ. 長期測定日数 年平均値
る日

市町村 測定局 用途地域 胃 m3 えた 茫 測定方法とその割合
名称

（日） （時間） (mg/ m') （時間） （％） （日） （％） ほ／rnり (mg/mり （布・無） （日）

゜
秋田 将軍野・ 住 285 6.925 0.016 

゜
0 

゜
0.108 0.033 

゜
〇 岳駅び必去

8. 435 → I ―~1 •一 1I 
仁井田.j， ！ ！ 349 0.036 3 

゜
0.3 0.653 0.071 

゜ ゜
—し

能代 ムHヒヒ 代 ” 359 8,666 0.025 1 

゜ ゜ ゜
0.318 o. 053 I 

゜ ゜゚(J線吸収法能代に応 II 355 8,574 0.033 2 01 

゜ ゜
0.370 0.068 

゜大曲 大 Il li I! 338 8,, 242 0.033 7 0. l 1 0.3 0.248 0.075 

゜ ゜
表ー10 浮遊粉じん

3
6
 

用途地域
有効

測定時間年平均値 1時譴 日2平％均除値外値の市町村 測定局 測定日数 の最
名称

（日） （時間） （mg／匹） (mg/m') (mg/m') 
-- •-- --

昭和町 II且 和 住 359 8,612 0.017 0.234 0.035 
--------

男 鹿 船 /II ” 361 8,684 0.014 0.147 0 030 

l船 越 ” 364 8,716 0.018 0.532 0 040 

秋 田］茨 島 商 360 8,626 0.034 0.316 0.061 

仁井田 住 326 7,931 0.023 0.378 0.054 

大 館 大 館 ” 362 8,663 0.022 0.277 0.055 

能 代 能代工業 ” 350 8,383 0.021 0.218 0.054 

浅 内 ” 365 8,741 0.021 0.537 0.050 

栓 山 未 365 I 8,7'12 l I 0.024 0.900 0.059 

本 壮H 本 :j9 t 9. 商 223 7,675 0,019 o.o9s I 0. 041 

横 手 糀 丁 ” 357 8, 6 1 9 0.019 0.607 0.044 
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0.015~ ♦ 茨島
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図ー13 浮遊粉じん経年変化

0.01 1 
-t-横手

0.00：口□12:-2i大］館
図ー14-浮遊粉じん経月変化

② 自動叫JI・出ガス

ア）窒索酸化物

窒索酸化物の測定結果は表ー12-1~3のとおりである。二酸化窒素の環境基準との対応をみ

ると、長期的評仙である日平均伯の98%{仇は0.018~0.035VIIITl0)範囲であり、全局で0.06ppm以下と

なっている。

また、短期的評価では日平均値が0.04ppm以上0.06ppm以下の日数が茨島、大館局で各 1日となっ

ており、茨島局では前年度（14日）に比べて大幅減少した。

図ー15-1~ 2は過去5午間の一酸化窒索およぴ二酸化字』ミの年平鈎fii]のiit移並ぴに、 酸化

窒索の日平均｛直の年間98％佃0）椎移を示しなものであるか、ほとんど横はいの傾向にある C

図ー16-1~ 2に経月変化を示したが、いづれも夏季に低く、冬季に高くなる傾向がみられる。

-37-



表ー11-1 一酸化窒素

用途地域
有効

測定時間 年平均値 1時悶 年日平間9均8値％値の市町村 測定局 測定日数 の最
名称

（日） （時間） (ppm) （卿l) (ppm) 

秋 田＇茨 ,I互mJ 商 361 8,635 0.044 0.46'.'. 0.121 

大 館 大 館 ＂ 360 8.625 0.034 0.274 0.081 

能 代 1配 代 ” 345 8,285 0.005 0.107 0.012 

横 手 横 手 準エ 237 5,805 0.014 0.217 (). 0 1 9 
・響・- - -

鹿 角 鹿 角
＂ 350 8,407 0.020 0.182 0.049 

秋 田 土 崎 商 349 _ 8,371 0.066 0.496 0.132 

表ー11-2

月］途行効 測定時訓鉗‘|'均1籠 1時間昌1問p時数m間をと値超そがグ之（） ） • 2 μ 111.、]|[ili伯力・0.lPPm 日乎均閲力` （）．（）6 日 ’I’•均値が0.04P P 
H ： 均値 98%f,/i評魯にた覧以上0.2P Pm以下 ppm 娼えた m!:J, l・0.06P Pm£人 の％ I闊98 よるHI,・ fif, 市町村 測凸＇］地械謁定 H数 の最高 カ：（I116P Pm 

古LJ (/ll均間数どその割合 日数とそグ）＇古 LJ貪 ドのII数とその割合 を始えたH芯
名称 (B) （時間） （ppm) (11rm) （時間） （％） ! (I川間） （％） （日） 口一％） (El) (%) （剛1) (II) 

秋田 攻，1：:J |}汀； 361 8, 63 6 () () 2 2, (1. 15 6 0 0 1, 0 0 0 1 0.3 0.035 

゜大館 人館 / 9 360 8,627 ll l)2() 0.064 

゜゜
0, 

゜
01 

゜
1 0.3 0.034 

゜能代 能代 ” 346 8,293 0.009 0.060 ゜゜゜゜゜゜゜゜
0.018 

゜横手 横手 準工 241 5,861 0.013 0.076 

゜゜゜゜゜゜゜゜
0.029 

゜鹿角 鹿角 II 348 8,386 0.013 0.062 

゜゜゜゜゜゜゜゜
0.024 

゜秋田 土崎 商 365 8,726 0.025 0.117 

゜゜
3 

゜゜゜
10 2.7 0.041 

゜

二酸化窒素

娑ー，．



表ー11-3 窄素酸化物

I 有
可村油1定局用途地域測賃
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イ） 一酸化炭索

一酸化炭素の測定結果は表ー13のとおりである。環境晶準の長間的評価である日平均値の 2%

除外値は0.8~1.9ppmとなっており、 で環境基準のlOppmを大幅に下廻っている。

図ー17-1は年平均値の経年変化をぷしたものであるか、横はいもしくは減少の傾向にある。

また、図ー17-2は経1]変化を

ある。
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水質環境調査

I—和田湖水質環境叫森

ll{{ fI l6 1 i卜 4)1、6月及び 9月に l・Hlll/湖の 9地点とこれ（こ泊入する鉛山川、大川岱川及ぴ銀111

川の 3河川について閾杏を実施したぐ｝

健康項11については、 4月に実施したか、 全地点1こおいて塚燒且ii({薗を―ドまわっていた。 生活

昇｛境項1--lにつし、ては、 CODで湖内 9地点か半均0.5~().6rng/ 1と低い濃度となってしヽる。また、

他の項11についても};-1のとおり仝地点におし、てI襲塙恥‘¥f'f11'fを下まわってしiふ
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表ー1 十和田沿Jl水質環境調査結果（生活環境項目）

＼讃こ項 II
pH DO mg/ l COD mg/ l M大P腸N菌/ 群数S S mg/ l 100ml 

披小～•最大m/n 最小～最大 ／ 飯小（平～均最）火 x/y蚊4（平ヽ～均i1 よ）ヽ m/n!最小～最大 m／ n （平均） mn  ） （平均）

゜
7.6~8.1 0/3 

8.0~12 
0/3 0.5~0.8 i。／ 3, <l~< 1 0/3 0 ~5.0 0/3 (9.8) (0.6) ; (<l) 

西湖中央 -5 7.6~8.1 0/3 
8.1~12 

0/3 
<0.5~0.6 

0/3 
く 1~ 1 

0/3 (9.6) (0. 5) (1) 

全屈 7.6~8.1 ， I 0/6 8.0~12 , 0/6 0.5~0.7 0/3 く 1~ 1 0/6 0 ~5. () 0/3 (9. 7) (0. 6) (1) 

゜
7.6~8.1 0/3 

8.3~12 
0/3 
0.5~0.6 

o/3 Il < 1(1< ~1< ) ―̀ 1 0/3 0 ~ 0 0/3 (10) (~O-. 5) .. 

鉛 I I I -5 7.6~8.1 0/3 
8.3~12 

0/3 
0.6~0.6 0/3 I く 1~ 1 0/3 (10) (0. 6) (1) 

全）iii 7.6~8.1 0/6 8.3~1 2() /6 0 5~0. 6 ー!・0/3I ！ く 1~ 1 0/6 0~0 O I93 (10) 
<0(.05.~6) 0. (1) -• 

8.96-~12 0/3 

゜
7.6~8.1 0/3 0 5。／ 3 < 1~< 1 0/3 0~2.0 0/3 (10) (0.5) (<1) 

←--— ＇ ← 
大川岱 5 7.6~8.1 0/3 8.3~12 0/3 (). 5 ~0.6 0/3 < 1~ 1 0/3 I -(10) (0. 6) (1) 

仝）汁 7.6~8.1, 0/6 8.3~12 0/6 0.5~0.6 。/3 く 1~ 1 0/6 0 ~2.0 0/3 (10) (0.6) : ill l ， 
8.8~12 <II, "~ <0 5。/3i '< 1~<「

゜
7.6~8.1 0/3 (10) 0/3 (0.5) (<1) 0/3 0 ~ 0 0/3 

銀 111 -5 7.6~8.1 0/3 8.8~12 0/3 

< O 5 ~• 0 , 6 -00-石//3 3 1臼I く-もむ}六］］ 1 l l 
0/3 -(10) : (0.5) 

令／i47.6~8.1 0/6 8.8~12 0/6 0.5~o.6 I 0/6 0~ 0 0/3 
—/ • 

(10) ’(̀0. 5) ―― —l 

0 I 8, 8 ~12 0/3 <O 5~0.6 0/3 0~ () 0/3 7.6~8.1 0/3 (10) (0.5) (1) 

湖 心 -5 7.6~8.1 0/3 9.1~12 0/3 (10) 
<0.5~0.6。/3 < 1~ 1 
(0. 5) I (1) 0/3 

--

8.8-12 i 0/6 「り 5~0.(i ／ iぺ l~ 1 令｝怜 7.6~8.1 0/6 (0.5) 0 3 (1) 0/6 0 ~ 0 0/3 (10) 

（） 7.6~8.1, 0/3 9 0~12 0/3 ど()5~0 6 0/3 く 1~ 1 ／ 0/3 (10) (().5) (<l) ;03 0~() 

大畳イi -5 7.6~8.1 0/3 
8.8~12 

0/3 <0.5~0.5 0/3 く 1~l -9 0/3 -- - --(10) (0. 5) ,＇ - ―-- (1) - 「----← 

仝1，；，｝ 7.6~8.1 1 0/6 8.8~12 0/6 () 5~0.6 0/3 1 ~1 0/6 ! 0~() 0/3 (10) (0.5) (1) 

゜
7.6~8.1 0/3 

8.6~12 
0/3 
0.5~0.8 

0/3 
く 1~ 1 

0/3 0 ~8.0 0/3 (10) (0.6) (1) 

東湖中央 -5 7.6~8.1 0/3 
9.0~12 

0/3 
C() 5~0 8 

0/3 
c'. 1~ l 

0/3 (10) (0. 6) (1) 

全l,:,i 7.6~8.1 0/6 
8.6~12 

I 0/6 () 5~0. 7'0/3 く1~ 1 ， 0/3 l (l ()) (0.6)' (1) 0 ~ S. (I 

゜
7.6~8.1 0/3 

8.8~12 0/3 0.5~0.7 0/3 
く 1~ 1 

0/3 (10) (0.6) (1) 0~5.0 

中湖l|I央 -5 7.69-~、8.1i i I0/3 8.8~12 U/3 
o.s~0.8 

0/3 
< 1~ ] 

(lil) (ll. 6) (1) 

令）i,i 7.6~8.1 0/6 8.8~12 。/6 0. 5 ~0. 7 0/3 く 1~l 0/6 0 ~5.0 0/3 □9. [()l~ ()) 1 2 rn. 6) (1) 
←く―--() -5~0 -6~— j 0/3 ＇ 

゜
7.6~8.1 0/3 (10) 0/3 < 1~l 0/3 0 ~5.0 0/3 (0.6) (1) 

子、J Il -5 7.6~7.8 0/3 
9 3~12 

0/3 
ぐり,5~08 

0/3 < 1~< 1 0/3 -(1 ()) ill.6) (< 1) 
~ 

9.0~12 0.5~0.7 ,く―1 ~ 1 
o/6 I o~5.0 

＇ 
全1料 7.6~8.1 0/6 (10) 0/6 (0.6) 0/3 (1) 0/3 
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なお、十和田湖の水質調査は青森県と共同で実施しており、本県が3|hl、青森県か 5回(5月、

7月、 8月、 10月、 11月）を担当し年8回の調査結果により環境基準の評価をしている。これに

よると、湖心及び—fノロの 2 ヶ所における環埃基準点とも COD I. Omg/ lの環境基準値に対し1.

lmg/ lとわずかなから環境基準値を超えていた。

2)田沢湖水質環境調査

昭和61年4月～11月（毎月 1回）の年8回湖内 5地点において調査を実施した。

健康項目については、 4月及び10月の調査において全地点ともに全項目で環境括準値をドまわ

っていた。また、 1じ活環境項目については、 C01)か春山でく0.5~1.Omg/ l、平均0.6mg/ lとな

った以外は、全て0.5mg/ l未満であり、 SSも令地点でく 1~1 mg/ lとなっており環境基準を

満足しているか、酸性河川である玉川が流人していることからpHは年「出を叫して4.5~4.9と低い

値を示している。

表ー 2 田沢湖水質環境調査結果（生活環境項目）

¥ 調査地点 ＼＼  u 
pH D O mg/ l C O D mg/ l S S mg/ l I濯瓢虞

絨小～贔km/n最小（平～均最） )<! In ＇ I I~ l -]哀小嘉大 x/y最小～］~~は一人 I I 最小～最大 ／ 
： ．▲ ~ーー （'I （平均 mn  (侶均） mn  

湖 心 4.5~4.8 8/8 8.0~11 0/8 I 
ィ又:0 . 5 
0/8 
く1~ 1 

0/8 ゜0/4 (9.6)--t , '  (1) 
--`~.----

0/ 8!—1 ―__-_-_ 0 相内潟 4 5 ~4.8 8/8 8.3~11 L 0/8 ; i <O 5 0/8 
く1~ 1 

0/4 
~-・- ・------

(9. 7) .... I (1) 

春 I l」 4.5~4.8 8/8 
8.3~12 

0/8 
<0.5~1.0 0/8 

く1~ 1 
0/8 ゜0/4 (9. 6) (0.6) (1) 

潟 尻 4.5~4.9 8/8 
8.2~12 

0/8 
<0.5 0/8 

く1~ 1 
0/8 ゜0/4 (9.8) (1) 

田・―子ノ木 4.5~4.8 8/8 
8.5~12 

0/8 
<0.5 0/8 

く1~ 1 
0/8 ゜0/4 (9.8) (1) 

注） m/nは、環燈），t準に適合しない検体数/{I間の評検体数。 x/yは、環境駐準に不適介のl_1数／総測疋
ll数。

3)八郎‘i,tlj水質J菜蒻ふJ[J査

昭和61年4月～ll{Hli62年3月まで浜日fll;J叶幾場、野イ橋、大潟橋についてiij)ll lrr|、調整池内

については 1月、 2月の結氷時を除く毎月 1回の調査を実施した。

健康項目については、 4月及び10月の調査において、全地点とも全項目で環境基準値を下まわ

っていた。生活環境項目については、例年同様CODが全地点で環境甚準値（3.0mg/l) を超過

しており、 SS、T-N、T-Pも高く宮栄養化傾向を示している。
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表ー3 八郎湖水質環境調査結果 （生活環境項目）

ミ
pH DO mg/ l COD mg/ l SS晦／ l T-Nmg/ l T-Pmg/ l 

最小～始大 m/n最小（平～均最）大 m/n最小（平～均最）大 x/y品小（平～均最）大叫n最小（平～均最）大 最小（平～均最）人

浜排水機場口

゜
6.9~7.7 0/12 

6.2~14 
2/12 
4.1~7.4 

12/12 
2 ~18 

9/12 
0.51~1.5 0.042~0.062 

(10) (5. 7) (9) (0.95) (0.049) 

野石橋 -゚~ 7.0~9.0 2/12 8.7~14 0/12 4.0~10 12/12 2 ~20 9/12 0.55~1. 7 0.031~0 090 (11) (6. 7) (10) (1.1) (0.055) 

0 6. 9~8.3 0/12 
7.4~14 

1/12 
3.1~7.5 12/12 1 ~17 9/12 

0.44~ 1, 2 0.034~ 0, 0 6 4 
(10) (5.5 (8) (0.85) (0.047) 

大潟橋 -1 I 1.0~8.1 0/12 7.9~14 0/12 2.8~8.3 11/12 4 ~20 10/12 0.38~1.2 0. 031~0.068 (10) (5.8) (10) (0.93) (0.049) 

全陪I6.9~8.3 lo/24 7.4~14 1/24 3.0~7.9 11/12 1 ~20 19/24 0.38~1. 2 0.031~0. 068 (11) (5. 7) (9) (0.89) (0. 048) 

゜
7.3~9.4 3/10 

6.3~13 
1/10 
2.8~7.0 

9/10 
3 ~21 

6/10 
0.33~0.98 o. 033~0.13 

(10) (4.9) (8) (0.68) (0.063) 

調整池 -0.5 7.3~9.4 3/10 
6 6~13 1/10 

3.4~7.6 
10/10 
5~24 

6/10 
0.36~1.0 0.034~0.13 

(10) (5.2) (9) (0. 70) (0.067) 

東 部 -1 7.3~9.4 3/10 
6.2~13 

1/10 
2.7~8.7 

9/10 4 ~24 8/10 
0.36~1. 2 0.033~0.13 

(10) (5.6) (10) (0. 77) (0.071) 

全層 7.3~ 9, 4 9/30 6.2~13 3/30 
3.0~7.7 

9/10 
3 ~24 

20/30 
0.33~1.2 0.033~0.13 

(10) (5.2) (9) (0. 71) (0.067) 

゜
7.3~9.1 3/10 

7.8~14 0;10i 2・5~6.9 9/10 
2 ~11 

4/10 
0.32~O.CJ2 0.033~(I 11 

(10) (4.8) (6) (0.60) (0. 062) 

湖 心 -2 7.3~9.0 2/10 
7.6~14 

0/10 
3.0~7.1 

9/10 
4 ~12 

6/10 
0.34~0.92 0.026~0.10 

l 
(101 (5.2) (7) (0.6?) (0.064) 

-5 ! 7.3~8 4 0/10 
5 9~14 

4/10 
2.6~7 5 

9/10 
3~18 6/10 

0.34~ (1. 8 4 0.028~I) 11 

9 -

(9 3) (5.0) (8) (0. 61) (0.064) 

全附 7.3~9.1 5/30 
5.9~14 

4/30 
2.7~9.2 

9/10 
2 ~18 

16/30 
0.32~0.92 0.028~0.11 

(9.9) (5.0) (7) (0.61) (0.063) 

゜
7.3~9.0 3/10 

7 5~14 0/10 3.0~6 4 9/10 
3 ~ 9 5/1010.39~0 85 o. 030~0 12 

(10) (4.8) (6) (0.61) (0.073) 

調西陪部池 7 7~14 3.0~6.7 4 ~11 5/1010.43~0.86 0.049二o.12 -1 7.3~9.0 3/10 (10) 0/10 (5.0) 9/10 (6) (0.67) (0.076) 

全府 7.3~9.0 6/20 
7.5~14 ／゚ 20 3.0~6.6 9/10 

3 ~11 
10/20 
0.39~0.86 0.030~0.12 

(10) (4.9) (6) (0.64) (0.075) 
7.6~14 3.2~7 O 11/11 2 ~ 8 0.36~0 92: 0.052~0 16 

゜
7.3~8.7 1/11 (10) 0/11 (5.2) (5) 6/11 (0.66) (0.119り）

防潮水門 -1 7.3~8.7 1/10 
7.7~14 

0/10 
3.3~7.2 

10/10 
5 ~ 8 

8/10 
0.42~0.95 0. 054~0.15 

(10) (5.2) (7) (0.69) (0.095) 

全），；9,｝ 7.3~8.7 2/21 
7 6~14 0/21 3.3~7 1 11/11 

2 ~ 8 14/21 °-36~ 0 9,-) 0.052~0 16 
(10) (5.21 (6) , (0.68) (0.095) 

注） m/nは、環境基準に遥合しない検体数／年間の総検体数。 x/yは、環境基準に不適合の日数／総測定日数。

4)八郎湖周辺河川水質環塙湛）査

昭和61年4月～62年3月まで八郎湖流入河川 5河川 6地点及び比詰川について、毎月 1回の調

査を実施した。

健康項目については、 4月及び10月の調査において、全地点とも全項目で環境基準値を下まわ

っていた。 It;if[環境項「Iについては、 BODの環境某準を達成できたのは、馬場目川の杉沢発電

所と危馬橋及び比詰｝l|であり、他のj也点にiii仔「度に引き続き辻成できていない。また、各地、点と

も各項目において水質の変化は見られていない。
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表ー4 八郎湖周辺河川水質環境調査結果 （生活環境項目）

＼調査ロ地点

pH DO mg/ l BOD mg/ l S S mg/ l 大ll口群数MP 100ml 

最小～最人 m/n最小（平～均最）大 m/n最小（平～均最）大幻Iy 最小～嘉大 /n 最小～岐火m/n（平均 111 

』門馬贔 JII 6.6~7.0 0/12 3.8~12 6/12 1. 9~5.8 11/12 4 ~84 2/12 7.9Xl02 5/6 I橋） (7. 9) (3. 7) (20) ~ 1. 1 x 104 

豊（豊川橋川） 6.6~7.1 0/12 
3.9~13 I "、←)1.0~7.3 4/12 3 ~50 1. 7X 102 I01//6 6 (9.0) (2.9) (13) 11112 ~4.9:x 1()' 

闘 )II 
6.8~7.3 0/12i 5.2~14 i 3/12 1.1~7.4 5/12 2 ~46 il/12 

2.2メ102
川橋） (9. 9) : (2.4) (11) ~4.9又103

髯易目川 7.1~7.9 0/12 8.6~15 0/12 <0.5~1.4 3/12 く 1~ 3 0/12 0~5.0XlO 0/6 沢） (11) (0.8) (1) 

馬（竜場馬目JI I 7.0~7.4 0/12 7.0~13 1/12 0.5~5 ・ 7 3/12 2 ~39 

1.4Xl 靡(1I2 9国13/2/66 橋） (11) I (1.9) I (14). 3/12 ~l.7X 
二種川 6.4~7.4 1/12 5.8~13 ！ J 2/12 0.8~6・7 4/12 3 ~60 2. 7X l 
（川尻橋） (9.8) (2.2) : (17) i 2/12 ~1. 3又10 | 
J: 塩詰）ii
（ 川橋）

6.8~7.3 0/12 3.9~14 I 2 ／ 12 (9. 0) 0. (8 1.~ 83) • 3 1 / 1 2 4 ~30 I (14) 1/12 
2.7Xl02 z ／ 6 
~7.9X 103 

注）m/nは環境基準に適合しない検体数／年間の総検体数。 x/yは環境基準に不適合の日数／総測定11数。

5)八郎湖流入河川(15地点）水質訓査

昭和61年 5月、 8月、 11月、 62年 2月の年 4回、八郎湖周辺河川水質環境調査で実施している

河川以外の八郎湖に流入している河川・水路15地点について調査を実施した。これら15地点は、

いずれも流路延Kが短く、流はも少ない小i,11［川、水路であリ、鯉川、鹿渡川、糸流川、 1的川111、

小深見川が環境砧準のA葵iVi')に指定されてし、る以外は指＇／上されていない。

集落からの生活排水が直接流人している河川、水路や、農業用排水路的な性格が強い河川、水

路では、 BOD、T-N、T-Pの値が全般的に高い濃度となっている。
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表ー5 八郎湖流入河）II(15地点）水質調査緒果 （生活環境項目）

項目 pH I DOmg/l f BODmg/l I SSmg/l IT-Nmg/!JT-Pmg/l 
調査地点 披小～敢大m／最小～最大m／最小～最大 X 17最小～最大 m／最小～波大最小～最大

n （平均） n （平均） y （平均） n （乎均） （平均）

鯉 {1116.9~ 7. 1 0/ i 8. 3 ~14。/4< o. 5 ~2.311/4 I 2~19。/4| 0. 54 ~ 1. 7 0 022 ~ 0. 077 
（鯉川橋） （11) IV/"±1 (1.4) I.L/'±1 (9) IV/'±1 (0.93) I (0,046) 

凸•6.7 ~69 0/43応｝3 2/4 2討嘉．63/4 9謬 2/4 ° ・！訂｝．60 （繋証O1)1°
糸流JII6. 7~ 7 2 0/4 2. 8 ~ 14 1/4. 1. 1 ~ 2 5 2/4 5 ~ 2()。/40. 91 ~ 1. 1 0 (]4()~0.(181 
（糸流橋） （9.1) I.L/"±1 (1.9) 1"1..,I (10) IV/"±! (1.0) I (0.055) 

鵜JI | } l | 6. 7 ~6.9 10141 7}~ 1 41  / 4 1. 3 ~t1 13/41 4~ 3 1 1 / 4 1. 0 ~ 2. 9 0, 0 38 ~ 0, 18 
（鵜川橋） （10) ll/'tl (2.9) l'Jf"I (13) ll/'tl (1.6) I (0.10) 
小深見）1 1 6. 7 ~ 7. 5 0/4 7. 2 ~ 1 1 1/4 i l. 5 ~ 4. 3 3/4 9 ~ 19 0. 54 ~ 1. 1 0. 096~0. 16 
（さきがけ橋上流） （9．0) (2. 6) (12) 0/4 (0. 77) (O. 13) 口： 3.訂04)94乱□｝ 01t五［5 1 ．（コ60［〗謁 76
妹JI I 6. 7 ~ 6. 9 6. 5 ~ 13 2. 1 ~ 4. 3 7 ~ 15 0. 62 ~ 1. 6 0. 059 ~ 0, 14 
1 （飯田川橋） ー (9.7) (3. 3) (11) (1.0) (0.086) 
飯塚 !'1¥ 6.8~6.9 I I 5 i~~ 1 1 , 4. 4~ 10 7 ~ 15 1. 4 ~2, 1 (). 1() ~0. 20 
（未端） Iu.o-u.;, I I (8.7) I I (6.2) I ; (12) I : (1.7) I (0.15) 

口谷扇'| 6.7~7 0 ＼にり 信口］2 5言 °・霜戸噂冨O3)14
新印救 !11I 6.6~ 7. 2 , 2. 0 ~ 1 1 1. 5 ~r6 I I 2~ 8 0. 96 ~ 1. 2 0 l¥ l2~0. 11 
（未端） （8.4) I I (3.7) I I (6) I I (LO) I (0.11) 
牡J’l• I I I 6. 6 ~7.1 I I 9・9~ 12 1. 1 ~ 2. 8 6 ~ 15 0. 95 ~ 2. 3 0 031 ~0, 057 
（未端）， （10) I I (1. 9) I 1 (10) I I (1 7) I (O. 039) -
浅内 II I 6. 8 ~ 7. 4 3.7 ~ 1 1 2. 4 ~ 5. 5 4 ~ 11 1. 1 ~ 2. 0 0. 046 ~0. 096 
（岩谷子橋） （8．6) (3..3) (8) (1.5) (0.076) 
天］＂．水路 6.8~6. 9 i 3. 2 ~ 7. 9 0. 9 ~ 2. 4 4 ~5 I ! 1.9~ 1. 1 () ()§9~0. (l90 
（境田低上流） （5.9) I i (1.8) I i < s) I : (1.0) I (0.082) 
塩口水路 6.6~6.8 4. 4 ~9. 1 0. 6 ~2. 3 3 ~ 12 1. 0 ~ 1. 5 0. 042~0. 081 
（穂・丈橋） ［ （7 3) (1.6) (7) (1 1) (0 066) 
天湘／i l 1 6. 9 ~ 7. 5 7. 5 ~ 14 2. 0 ~ 6. 3 9 ~ 88 -1. 8 ~ 6. 3 0 (184 ~0. 12 
（天瀬川橋） （10) (3.8) (44) (3.4) (O.10) 

注） m/nは、環境1,1こ｛｛i-に適合しなし検｛本数パ11彫の紅検体数"x/yは、環境井準に不適谷の El•以／総測定
ll数。

(2) 工場・事業場排水基準検査

「水質汚濁防止法」に基づく特定施設及び「県公害防止条例」に基づく指定汚水排出施設の排

出水について、一船項目を除く健）屈項目についてl・徒査を‘に施したっ

検査延検体数及び項目数は、 157検体、 611項目であった。この結果、排水基準に適合しなかっ

た工場・事業場は延へ 4施設て前年皮より 1弛設饂少してし 9る。これら］場・事業場に文jしては、

県環境保全課及び所陪謀健所が施般の改善、保守笠理の強化等を指導している。

(3) 八郎湖における水質汚濁物質負荷饂削減に関する調査研究

八郎湖における富栄養化現象についてにこれまで「八郎湖水齊汚濁悦情解lリ］閏査」を実施し、

発生源別の汚濁負荷蠍を算定したが、さらに農用地からのCOD、T-N、T-P等各種汚濁負

荷斌と排水粁路における挙動を明{,{[lこするため、 60年度～62年位の 3ヵ｛1（こわたリ調杏を実施ず

ることとした。
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1)幹線排水路調査

干拓農用地からの排水は、幹線排水路に集中し、南祁及び北部排水機場からそれぞれ調整池及

び東部承水路に排出されている。これら排水中のCOD及びT-Pの実態を把握し、これらの汚

濁物質の動向を調査した。

ア調資地点

ー級幹線排水路 9地点

中央幹線排水路 8地点

イ 調査結果

（ア） 代かき等の農作業が活発に行われる 5~ 6月は、これらの田面排水の影響によって幹線排

水路の水質の著しい汚濁がみられた。

（イ） 9 ～10月にかけて、幹線排水路の水質はかなり悪化する。これは農用地からの排出水が少

なくなり、幹線排水路の水が停滞し、内部生産が活発に行われることによるものと考えられ

る。

2)中排水路調査

干拓農用地からの排水は、各地区ごとに中扶水路を経て幹線排水路に集水されている。これら

の中排水路においては、特に非かんがい期において水流の停滞等により水質の悪化が著しくなる。

そこで中排水路におけるCOD、T-Pの実態を把握するとともに、汚濁物質の動向を明らかに

する。

ア調査地点

中央幹線排水路に流入する中排水路14地点

ー級怜線排水路に流入する中排水路28地点

イ 調在結果

調査期間を通じて高濃度の水質汚濁が観察された。幹線排水路における場合と同様に、春の農

黎期と田面排水かなくなる 9~10月に顕著な水質の汚濁がみられた。

(4) 出羽丘陵北部・東部地域水質調査

昭和55年度からの継続事業として、出羽丘陵地域農用地開発事業に伴う水質調査を実施してお

り、 61年度は北部地域15団地60地点、東部地域11団地20地点（こついて、かんかい期 (6月、渇水

期 (8月）、』かんがい期 (10月）の 3回調査を実施した。

本調査地域の水質は、土壌から溶出するイオンに起因するpHの低い地域が見られる。特に、 61

年度水質調査地点は、造成工事中や造成工事完了後まもない土壌、地盤か不安足な場所か多く、

降雨笠によっては一時的にpH、 COD 、 •SS 、導電率などの項目で水質の悪化が見られる地域か

あるが、全般的に見て当該地域の水質は、その利用目的からすれば特に問題となる要因はないも

のと思われる。

(5) 生活雑排水の浄化試験

これまでの悲礎研究の成果をもとに、処岬方式として浸浩ろ床法、接触材として秋田県北部に
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賦存している天然軽石を採用して、昭和61年2月に製作した標準家庭 (4~5人）対象の簡易排

水処理装置を秋田市内の個別住宅に試験設置して、装置の実用性能について調べた。

1)調査方法

試作装置を昭和61年2月15日に標準家庭の個人住宅に設置し、昭和61年3月、 5月、 7月、及

び11月の年間4回通日調査を行った。調査では、 6時から24時まで1時間間隔で採水し、流入水

及び処理水については、水量、水温、pH、BOD、COD、SS、T-N、T-Pの各項目、

触ばっ気槽では、生物相とDOを測定した。

2)調査結果

試作装置の性能試験では、流入水量が多く、水質の変動が激しいなど、厳しい運転条件であっ

たが、次のような結果がえられた。

① 生活排水で問題となるBOD、COD、及ぴSSについては、除去率がBOD78%、COD

76%、SS84％と各項目で75％以上の高い値が得られ、また、安定した除去効果も期待できた。

② T-N、T-Pでは、 T-.'.',;50%、T-P76％の除去率か得られたか、調査月によりはらっ

きがあり、 1 1月には流入量と流出量の逆転もみられた。これらはいづれも低濃度流入時であ

り、高濃度入流時には安定した高い除よ効果が得られた。

③ 装置の維持管理は、辿常スクリーン残油の除去程度の筒易な管理て、発泡や忠臭、衛外古虫

の発生もなく運転でき、維持管理費は、電気代程度の安価な負担で済む。しかし、定期的な管

理が必要で、スクリーンの破担、エアリフトポンプの目詰まりの発生1こ留意しなければならな

い。

④ 装置の実）廿化にあたっては、まだスクリーン、エアリフトポンプ等の装置の一部を改良する

余地がある。

3 土質関係

(1) 土壌汚染対策調査

昭和45年以降、土壌汚染防止法に基づき重金属汚染が懸念される農地の産米について調査を実

施した。

1)細密調査

61イト度は 2市8町、 32地区 (450ha)267検体のうち、小坂、増田、十文字の 3町の100検体につ

いて玄米中Cd濃度を訓酋した。その結果l.Opprn以上か 0、0.4~1．（暉n未満か13検1木、 0.4Jllllll未満が

87検体であった。

2)汚染米調査

細密調査の結果、玄米中Cd濃度1.Opprn以上の検体を産出した調査区画の産米について、食品衛生

法に定めるロット法により試料を抽出し、玄米中のCd隈度を祖il定し汚染米の判定を行った。

調査結果は表ー 1のとおりである。
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表ー 1

こ 濃度別 ロ ツ 卜 数
ロット数

1.0ppm以上 0.4~1.0即rn未満 0.4ppm未満

鹿角市 11 

゜
5 6 

平鹿町 2 

゜ ゜
2 

十文字 l!IJ 1 

゜
1 

゜計 14 

゜
6 8 

(2) 休廃止鉱山対策調査

県内の数多い休廃止鉱山の現状監視および吉乃、 H三市、畑、立又、不老倉の各鉱山で実施中

の休廃止鉱山鉱害防止事業として鉱山廃水、 一部ズリ等164検体について、 668項目の市金属の胴

査を行った。

(3) 有害化学物質の実態調査

県内の農業地域、鉱業地域、都市地域において水質及び底質を対象に化学物質の濃度レベルを

把握することを H的に農業地j戌として八郎湖、鉱染地域として米（〖川、都市地域として雄物川に

ついて、イi機塩索化合物、十含属類、洗剤類を調査した。

調査検体数は194、項目数は857である。

(4) 未規制物質に係る水質調査

県内の先端産業やクリーニング店から排出される未規制物質（トリクロロエチレン等の有機塩

素化合物）について、排出水、公共用水域、地下水等を刈象に調杏した。

調査検体数は111、項目数は275である。

(5) 酸性雨による土壌影響調査

酸性l：目による土壌生態系への影響を明らかにし、今後の酸性雨による影響を木然に防止するこ

とを目的に調査を実施した。

調査地点は秋lll市内の3地点について現地馴杏（土壌肩周査、うち 1地点は甘11屈周査を合む）、モ

デル調査（土壌に人工酸性雨を滴下し、流出液及び滴下前後の土壌の分析、並びに滴下後にソバ

を栽培し牛育、収悶と含有成分の調杏）である。

なお、瀾査は環境庁から 5年計画（58~62年）で委託を支けたものである。

(6) 土壌汚染環境基準設定調査

土壌に含まれる,11i鉛量と農作物中の亜鉛量及ひ農作物の生育との閃係をH月らがにすることによ

り、農用地土壌汚染対策地域の指定要件の設定などについて検討するための基礎資料を得ること

を目的に調査を丈施した。

調査は、 2種類の土壌（沖積土、火山灰土）をポットに詰め、pHを5.5と6.5の2段階に、また、

亜鉛の添加濃度を 0、lOOppm、200卿、 300加の 4段階として紺合わせだものに、ダイズ、コマツナ
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の2作物を試験して亜鉛の影響について検討した。

なお、調査は環境庁から 3年計画 (59~61年）で委託を受けたものである。

(7) 酸性河川調査

鳥海山麓から湧出する酸性水が流入している子吉川上流の朱の又川、白雪川支流の岩股川及び

赤川の調査を昭和52年度から実施している。

pH及び主な調査項目の推移は表ー 2のとおりである。

表ー2

:' 
朱の又川源泉 右山 股 JI I 源 泉 赤川

pH Cl SO. Al Ca pH Cl so4 Al Ca pH Cl so4 Al Ca 

58年 2.35 324 419 54.3 57.0 4.58 73.0 142 15.4 14.5 4.43 73.2 11.2 19.2 15.0 

59年 2.50 585 490 58.2 80.0 4.09 75.2 125 11.0 26.0 4.32 

60年 2.10 415 408 34.0 55.5 4.80 64.9 147 19.3 19.3 4.56 61. 7 95.2 13.9 11.8 

61年 2.40 322 302 33.6 65.9 4.88 55.8 104 14.0 15.9 5.10 16.7 27.6 1. 7 6.6 

(8) その他の調査

1)小坂川水質調査

閉山の相内絋山からの湧出水の影粋をみるため、 9月～ 3月、 197検休、 1,401項日の重金属の

調査を行った。

2)阿仁川水質調査

休山中の阿仁鉱山からの湧出水の影響をみるため7月～12月、 219検1本、 1,819項 1J（こついて品

酸イオンと屯金属の調査を行った。
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